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団体所在区 札幌市手稲区前田1条7丁目6-3

主な活動場所 札幌市中央区盤渓353番地ほか2筆

電話番号 （090）1302-9871　　　　　

メールアドレス

ＨＰアドレス

設立年月 2013年5月25日 活動開始年月 平成25年5月

設立目的

活動内容

活動実績

活動分野

■  1　保健、医療、福祉の増進 □ 10　人権の擁護又は平和の推進

□  2　社会教育の推進 □ 11　国際協力の活動

□  3　まちづくりの推進 □ 12　男女共同参画社会の形成の促進

□  4　観光の振興 ■ 13　子どもの健全育成

□  5　農山漁村又は中山間地域の振興 □ 14　情報化社会の発展

□  6　 □ 15　科学技術の振興

■  7　環境の保全 □ 16　経済活動の活性化

□  8　災害救援活動 □ 17　職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

□  9　地域安全活動 □ 18　消費者の保護を図る活動

□ 19　前掲の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助

　　様式　２

盤渓癒しの里山づくりプロジェクト委員会

団体概要書

ken-nara@kce.biglobe.ne.jp

知的障がい者を支援する社会福祉法人札幌この実会が所有する約6.3haの森林を法人利用者や地域住民ボランティア
との共同による自然に親しむ環境づくりを通じ、障がい者と地域住民との交流を促進し、ノーマライゼーションの促進を図
るとともに、地域環境保全に寄与することを目的とする

〇2012年から2013年有識者による森林概況調査の実施と盤渓憩いの里山づくり基本計画策定
〇2014 年　薪割り器購入,境界周囲のササ刈り実施
〇2015年　森林活ボランティアを公募し、里山づくり開始,作業用道具保管庫の取得
〇2016年　散策路「せせらぎコース」づくり開始
〇2017 年　散策路「尾根コース」づくりの開始,散策路「トドマツコース」づくり開始,車いす用木道づくり開始,実の　　なる
木植樹,サクラ植樹,休憩小屋（森の図書館併設）設置,案内看板兼ゲート設置、バイオマストイレ設置
〇2018年　四阿の設置,ブランコの設置,フラワーソンの参加（38種確認）
〇2019 年　アオダモ植栽,林内伏流水の水質検査を依頼し、飲料水可能の結果を得る
〇2020 年　薪小屋兼薪割り作業小屋の設置
〇2021 年　チッパー機の取得し、落枝等バイオマス活用開始
〇2022年　林内樹名板の設置
〇2023 年　フラワーソンの参加
〇2024 年　森林観察台「ツリーデッキ」の設置,札幌市内の医療系大学教授や医療従事者による高齢者の森林におけ
る心理・体調の数値測定の実施
　これまでの実績、樹木の植栽（実のなる木30本、針葉樹・広葉樹約200本、アオダモ50本、シラカンバ30本、散策路約
1.2㎞、車いす用木道約100ｍ、休憩小屋兼森の図書館1棟、バイオマストイレ1ヶ所、ツリーデッキ1ヶ所、四阿1棟、ゲート
1ヶ所、機材保管庫2棟、薪小屋2か所、熊柵の設置約500ｍ、植栽木シカ被害防止ネットの設置、下層植生発生促進サ
サ刈りの実施、巣箱の設置、保育園園児の森遊行事、夏フェスの実施、樹液採取（年約450ℓ）、シラカンバ等樹皮採取

　散策路など森林利用施設の設置などにより高齢者も利用しやすい森づくりを進めています。この森は広葉樹、針葉樹
など多様な樹種や尾根、小河川、湿地、湧水地など小面積ながら多様性のある貴重な林相です。営巣樹木の保護、小
河川に生息するニホンザルガニ、エゾアカガエル、エゾサンショウオ等の野生生物の保護、又、周囲500ｍほどの熊柵を
設置してクマ被害の防止・樹木ネットの設置でシカの被害防止にもつとめています。
　今後も障がい者と森林ボランティアなどにより、資源の保続のための補植や各施設の維持管理、毎年発生する風倒木
の処理、熊柵・散策路の改良と維持管理を継続します。また、保育園児の森遊び開催など、地域の環境保護の啓発にも
寄与します。

学術、芸術、文化又はスポーツの振興


